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要 旨

臨床材料 から溶血 レンサ球菌が分離される場合,高 齢者 と小児では,材 料別の分離株の群別分布は著

しく異 なっている.そ の背景を知 ることを 目的 として,高 齢者 と小児の正常咽頭および腸管の溶血 レン

サ球菌保菌状態の比較を行 った.結 果は次のようであった.

1. 咽頭 の保菌状態は,高 齢者 と小児では極めて対照的であった.高 齢者では,保 菌率は低 く,分 離菌

の群別分布では,B群(Streptococcus agalactiae以 下S.agalactiae)が 最 も多 く,次 いでG群(Streptococ-

cus equisimilis以 下S.equisimilisと 同定)で あ り,A群(StrePtococcusPyogenes以 下S.Pyogenes)

は極 めて希であった.小 児では,従 来 から知 られているように,保 菌率は高 く,分 離菌の中ではA群 が

圧倒的に多 く,G群 も少数見出されたが,B群 は希であった.

2. 腸管 の保菌状態は,高 齢者 と小児で類似 してお り,両 者 とも保菌率は低 く,分 離菌 の中ではB群 が

最 も多 く,次 いでG群 であったが,A群 は全 く見出されなかった.

以 上の結果は,高 齢者 と小児の臨床材料から溶 レン菌が分離 され る場合の,材 料別の群別分布の特徴

をよく説明す るよ うに思われる.

緒 言

臨床材料か ら溶血 レンサ球菌(以 下溶 レン菌)

が分離 される場合,高 齢者 と小児では,材 料別の

分離株の群別分布は著しく異なっている.高 齢者

では,喀痰や膿 ・分泌物か らはB群 とG群 が多 く,

泌尿器系材料からはB群 が多いが,A群 は咽頭か

らは極めて希で,膿 ・分泌物 などから少数分離 さ

れるにす ぎない1).小児の場合は,咽 頭か らのA群

分離例が圧倒的に多 く,次 いで膿 ・分泌物からの

A群 であ り,G群 は咽頭から少数分離 されるが,

B群 は材料の如何を問わず極めて少ない1).

その背景を知 ることを 目的 として,著 者 ら1)は

既に高齢者の正常咽頭溶 レン菌保菌状態について

報告 したが,こ こでは,高 齢者 と小児の正常咽頭

および腸管の溶 レン菌保菌状態の比較を試みた.

調査対象および検査方法

調査対象

高齢者は,富 山市内の一老人ホーム居住者(総

て65歳 以上)を 対象 とした.調 査開始時の在籍数

は145名 であった.咽 頭の保菌については,1987年

11月 と1988年2月 の2回,腸 管の保菌については,

1988年11月 と1989年2月 の2回,そ れぞれ検査を

行 った.小 児は,小 矢部市 と魚津市の3保 育園児

(総て4～6歳)を 対象 とし,1989年10月 に1回 検

査を行った.小 児の咽頭については,既 に多 くの

データがあるので,今 回は検査を行わず,著 者 ら

自身の1985年 から1987年 のデータ2)を利用した.

検査方法

咽頭について.咽頭をぬ ぐった綿棒(メ ンティッ
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プ(R),日 本 綿棒)の 先端 を ウマ血液寒 天平板(バ イ

タル メデ ィア(R),極 東)の 一 隅に押 しつ け,白 金 耳

に よ り塗抹 し,37C,24hr培 養 した.残 りの綿棒 は

SEB培 地(R)3)(日水)2m1入 りの小試 験管 に投 入 し,

充 分混和後,37C,24hr増 菌 培 養 を行 い,そ の1白

金 耳を前述 の ウマ血液寒 天平板 に塗 抹 し,再 び37

C,24hr培 養 した.直 接 お よび増菌培 養後 の血液寒

天 平板か ら,溶 レン菌 を疑 うコ ロニ ーを釣菌 し,

Todd Hewitt Broth(R)(BBL)2m1入 りの小試験

管 に接 種 し,37C,1夜 培 養 した.以 後 の同定 お よ

び分離株 の群別,A,B両 群 の型別 は既報4)に 従 っ

て行 った.

腸 管 につ いて.高 齢者,小 児 とも,1回 の 調査

について,2～4日 にわた り糞便 をパ ックで採取

し,原 則 として採取 当 日に検査 を行 った.綿 棒 に

少量 の糞便 をつ け,直 接培養 は行 わず,SEB培 地

(R)2ml入 りの小試験管 に投 入 し
,充 分混和後,37C,

24hr増 菌 培養 を行 った.そ の1白 金耳 を ウマ血液

寒天平板 に塗抹 し,再 び37C,24hr培 養 した.咽 頭

の場合 と異 な り,こ れ らの平板 に は多数 の腸球菌

の コロニーが混在 してい るので,溶 レン菌 の うち,

A,C,G群 につ いては,中 等度か ら強度の溶血 性

を指 標 とし,B群 につ いては,微 弱 か ら中等度 の

溶血 性 と コロニーの形態 を指標 として,1平 板 か

ら4～6コ の溶 レン菌 を疑 うコ ロニーを拾 って,

Todd培 地2ml入 りの試験 管 に接種 し,37C,1夜

培 養 した.こ れ ら多数のTodd培 養 液 につ いて は,

PhadirectStreptococcusTest(R)(Pharmacia)

に よ り,抗A,B,C,G群 抗 体感作 ブ ドウ球菌 と

共 同凝 集を行 って,第1次 スク リーニング とした.

いず れかの群抗体 感作 ブ ドウ球菌 に特 異的 に凝 集

を示 した菌株 について は,咽 頭か らの分離株 と同

様,以 後 の同定お よび群 別 と,A,B両 群 の型別 は

既報4)に 従 った(Fig.1).

な お,過 去5年 間の臨床材 料 由来溶 レン 菌につ

いては,材 料別 の群 別分布 と,患 者年齢 の関係 を

集計 し,平 均年齢 を算 出 してTable1に 示 した.

結 果

Table1は 過 去5年 間の臨床 材料 由来溶 レン菌

の材料別 の群別分布 と患者 の平 均年齢 の関係 を示

した ものであ る.毎 年 傾 向は一 定 してお り,咽 頭

か らA群 が 分離 され る とい う組 合わ せ が最 も例

Fig. 1 Procedures for Isolation and Identification
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Table 1 Relationship between Mean Age of Patients and Serogroup Distribution of Clinical 

Isolates of Hemolytic Streptococci

*Figures indicate mean age of patients and those in parentheses number of isolates

数が多いが,そ の場合の平均年齢 は9歳 前後で

あった.実 際には患者年齢の最頻値は5～9歳 で

あったが,少 数の高齢者か らの分離例が平均年齢

をやや引 き上げていた.咽頭からのB群 やG群 と

い う組合わせは,例 数が少なく,年 によって平均

年齢にぱらつきがあ り,15～40歳 の範囲であった

が,実 際は患者年齢のピークがこの年代 とい うの

ではなく,一 部は小児で,他 は高齢者であった.

喀痰か らのB群 やG群 とい う組合わせでは,平 均

年齢は非常に高 く,50～67歳 の範囲であった.膿 ・

分泌物からのB群 やG群 とい う組合わせも,平均

年齢は高 く,43～58歳 であった.ま た,尿 ・膣分

泌物等か らはB群 が分離されることが多いが,こ

の場合の平均年齢 も55～61歳 と非常に高かった.

Table2に は高齢者 と小児の正常咽頭お よび腸

管溶 レゾ菌保菌の結果を示した.咽 頭の保菌状況

は,高 齢者 と小児では極めて対照的であった.即

ち,高 齢者では保菌率が低 く,分 離i菌の群別分布

では,B群 が最 も多 く,次 いでG群 であ り,小 児

の咽頭では圧倒的に多いA群 は極めて希であっ

た.腸 管の保菌状況は,高 齢者 と小児で類似して

お り,両 者 とも保菌率は低 く,B群 が最 も多 く分

離 され,次 いでG群 であったが,A群 は全 く分離

されなかった.

Table3はA群 とB群 の分離株 の型別の結果

を示 したものである。高齢者の咽頭からのB群 で

は,III型 とIa型 が多 く,WHO7271型(将 来のVII

型候補)が2株 見出された.同'じ く高齢者の腸管

からのB群 では,III型 は最も多いが,Ia型 は比較

的少なく,V型 とM9型(将 来のVm型 候補)も か

な り見出された.小 児咽頭からのA群 では,T-12

型 とT-3型 が圧倒的に多かった.小 児咽頭か らの

B群4株 では1株 がIa型 であったが,他 は型別不

能であった.小 児腸管からのB群9株 は,菌 株数

も少な く,優 勢な菌型は不明であ り,III型,Ia型,

NT-6型(将 来のVI型 候補)が 各2株 見出された.

Table4に は,高齢者の咽頭や腸管,小 児の腸管

から分離されたB群 やG群 の同定結果を示 した.

B群 は総 て95%以 上 の確率 でS.agalactiaeと 同

定 され,G群 は65～75%の 確率でS.equisimilisと

平成3年8月20日
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Table 2 Comparison between Aged Population and Children of Rate and Group Distribution 

of Pharyngeal and Intestinal Streptococcus Carriers

*N nursing home; age -.65 years, a total of 2 examinations each for pharynx and intestinal tract 
**K primary school for pharynx; age 6-8 years, a total of 4 examinations 

I, U and H nursery school for intestinal tract; age 4-6 years, single examination 
Figures underlined signify distribution frequency higher than 10%

Table 3 Type Distribution of Group A and B Isolates

*Untypablestraln

Table 4 Identification of Isolated Strains by API STREP 20*

*Asuka Junyaku

同定された.な お,高 齢者や小児の腸管から分離

され,溶 血性でB群 と類似のコロニーの形態を示

すが,B群 抗体感作 ブ ドウ球菌 と凝集を起 こさな

い菌株 は.い ずれ も97%以 上 の確率 でEnterococ-

cus faecalis(以 下E.faecalis)ま た はEnterococ-

cus duransと 同定 された.ま た,Phadirect Strep-

感染症学雑誌 第65巻 第8号
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Letter size signifies distribution frequency 

Fig. 2 Summary of Results

tococcus TestでG群 またはC群 抗体感作 ブ ド

ウ球菌 と凝集を示すが,デ ンカ生研のG群 または

C群 抗体 とは全 く凝集 を起 こさない菌株は,い ず

れ も98%以 上の確率でE.faecalisと 同定された.

考 察

A群 溶 レン菌 による小児の上気道感染症多発

の背景 として,健 康児童の咽頭の本菌保菌率が高

いことは既に指摘 した5).一方,高 齢者の臨床材料

から溶 レン菌が分離 される場合には,小 児とは異

なり,A群 は極めて少なくB群 とG群 が多いが,

その背景については,高 齢者の正常な溶 レン菌保

菌に関す るデータが乏 しく,こ れまでは不明で

あった.著 者 らは1987年 から1988年 にかけて,高

齢者の正常咽頭および腸管の溶 レン-菌保菌状態に

ついての調査を行ってお り,1989年 には健康児童

の腸管の溶 レン菌保菌状態についても調査を始め

た.小 児の正常咽頭保菌については,1985年 か ら

1987年 にかけて行った調査 データ2)を利用 した.

そ こで,高 齢者 と小児の正常咽頭および腸管保菌

状態を比較 して考察し,特 に高齢者にA群 以外の

溶 レン菌感染症が成立す るための背景を探 りた

い.

高齢者 と小児の正常咽頭および腸管溶 レン菌保

菌状態 と分離菌の群別分布について,得 られた結

果を模式的に示 したのがFig.2で ある.咽 頭の保

菌状態については,こ のよ うに高齢者 と小児では

極めて対照的であるが,こ の事実は,臨 床分離株

では,高 齢者の喀痰や膿 ・分泌物か らはB群 とG

群が高頻度に分離され,A群 はほとんど見出され

ないことの背景 として,極 めて好都合のよ うに思

われる.な お,本 研究で引用 した健康児童の咽頭

溶 レン菌保菌についてのデータは,溶 レン菌感染

症非流行地区で散発的な症例数 も極めて少ない地

域の小学校児童についてのもので,著 者 らのこれ

までの健康児童についての調査の中では最 も保菌

率が低かった2).し かし,通 常は健康児童の咽頭溶

レン菌保菌率は直接培養 で20%か ら50%に も達

し5),高 齢者に比べると著 しく高い.

腸管については,高 齢者 と小児の保菌状態はか

な り類似 してお り,腸管の溶 レン菌保菌率が低 く,

分離菌の中ではB群 が最も優勢であるのは,あ ま

り年齢に関係がないように思われる.このことは,

高齢者の臨床材料,特 に泌尿器系から圧倒的にB

群が多 く分離される,と いう事実をよく説明して

いる.B群 はもともと人に対する病原性がA群 程

強くはなく,本 菌感染症は新生児や高齢者の 日和

見感染の要素が強い6).それ故に,健 康児童の腸管

に生息するB群 は,感 染源 としては咽頭のA群

のような重要性は持たないであろ う.中 島ら7)は,

気管支喘息の児童の咽頭では,A群 ではな くB群

が常に優勢であると報告し,著 者 ら8)もまた,精 神

薄弱児童の咽頭ではG群 やC群 が非常に優勢で

あることを見出している.こ のように,宿 主側の

年齢や体の部位ぼか りでなく,い ろいろな素因に

よっても,常 在する溶 レン菌の群別分布には極め

て特徴があるが,そ の理由は現在のところ不明で

ある.こ のことは生態学的に極めて興味深 く,今

後の課題であろう.

なお,Phadirect Streptococcus Testと デンカ

生研の抗血清を用いた凝集反応で,と もにA,B

お よびG群 と決 定 され た 菌株 はそ れ ぞ れS

pyogenes, S.agelactiaeお よびS.equisimilisと 同

定 されたが,前者のみでCま たはG群 とされた菌

株は,い ずれもE.faeoalisと 同定されたので,除

平成3年8月20日
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外 した.

本論文の要旨は第64回 日本感染症学会総会において発表

した.
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Comparison between the Aged and Children of the Normal Distribution of 
Pharyngeal and Intestinal Hemolytic Streptococci 

Hirohide KODAMA, Michiyo HAYASHI & Yotaku GYOBU 
Toyama Institute of Health 

A marked difference between the aged and children has been observed in the group distribution of 
hemolytic streptococci isolated from various clinical specimens. Group B strains from the urine and 
sputum, and group G from the sputum, pus and exudate have been predominant in the aged, whereas 

group A strains from the throat swab have dominated in children. 
The present study was undertaken to clarify the background for such a marked difference by 

investigating the normal state of pharyngeal and intestinal carriage of hemolytic streptococci both in 
the aged and children. 

1. As to the pharyngeal carriage, quite a contrast was observed between the aged and children. 
In the former, the rate of carriers was low and the predominant groups among the streptococcus 
isolates were B (Streptococcus aglactiae) and G (identified as Streptococcus equisimilis), while in the 
latter, the rate was high and group A (Streptococcus pyogenes) strains comprised approximately 75% of 
the isolates, most of them being from the throat swab. 

2. Both the aged and children showed a similar state of streptococcus carriage in the intestine. 
The rate of carriers was low and the predominant group among the isolates was B in both populations. 
Although group G strains were occasionally isolated, group A strains were isolated neither in the aged 
nor in children. 

These results explain well the difference between the aged and children in the group distribution 
of the clinical isolates of hemolytic streptococci.
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